
5 1

2 0

Start No. Start No.

✔ 1 ✔ 1

6 2 10 2

✔ 3 ✔ 4

✔ 4 ✔ 5

✔ 6 10 6

7 ✔ 7

✔ 8 ✔ 8

✔ 10 ✔ 9

✔ 11 ✔ 10

✔ 12 ✔ 11

✔ 15 ✔ 12

✔ 16 13

11 18 12 14

6 20 ✔ 15

✔ 29 17

6 30 18

6 32 54 21

✔ 22

Country Min Action Country Min Action

JPN 6 FG JPN 68 PC

JPN 13 FG

JPN 39 FG

JPN 52 FG

UKR 64 PC

10 9
3 4

次戦（第2戦）　5月28日（火） 16：15  ～　日本対エジプト 記載責任者：男子コーチ　藤原　信幸

ワールドリーグラウンド2初戦は世界ランキング27位ウクライナとの対戦である。
（前半）
日本は6分自陣からボールを繋ぐと、敵陣でボールを受けた橘から山部、そして川上良へと見事なコンビネーションプレーからボールが渡ると、最後は
ゴール前で待ち構えていた河内が合わせ、日本は先制点を奪う。更に日本は13分敵陣レフト側でフルプレスを仕掛けボールを奪うと、橘がサークルトップ
までドリブルし、シュートを放つとゴール右横で待ち構えていた河内が見事に合わせ追加点を奪う。
その後ウクライナは何度か日本陣内に攻め込むが、日本はボールに対し素早いチェックをかけ、ピンチを未然に防ぐ。前半は2-0と日本のリードで終了。
（後半）
後半に入り日本は、39分粥川のショートスクープからボールを受けた小野から藤本へボールが渡ると、最後はサークルトップでボールを受けた山部がリ
バースシュートで3点目を奪う。その後日本はウクライナに何度か攻め込まれと、50分にはサークルへのドリブルインからPCを与えてしまう。しかしこのPC
のドラッグシュートを防いだ粥川が、素早く前線の橘へパスを送りカウンターアタックを仕掛けると、最後は畠山がスライディングタッチシュートを決めウクラ
イナを突き放す。日本は64分にはPCからヒットシュートで1点をウクライナに奪われてしまうが、試合終盤の68分には再び畠山がPCからドラッグフリック
シュートをゴール左下に決め5-1とし試合終了。
自力に勝る日本は、大事な初戦で勝利を収めることができた。

男子ホッケー ワールドリーグ ラウンド 2
日    付 2013年5月27日 14:00～15:20
場　　所 ロシア・エレクトロスタール 天      候 曇り時々雨
試    合

日本 Full Time - ウクライナ

第１戦 通算結果 日本１勝

Country RESULT Country

Name Card Name Card

JAPAN Half Time - UKRAINE

高瀬克也（GK） Hordey Iaroslav(GK)

大野一平

森嶋彬(GK)

粥川幸司（C） Yasinsky Mykhailo

塩川直人 Polishchuk Oleh

小野知則 Pashkovskyy Ruslan(C) 34’G

河内伸仁

Nosenko Dmytro

Moroz Iurii 45’G

Luppa Dmytro

井島光希

川上良平

中山康大 Diachenko Oleksandr

山下学

藤本一平

川上啓

吉原平太 Gerasymenko Andrii

畠山学

Yakovenko Ivan

Andreyev Oleksandr

橘敏郎

Koval Sergii(GK)

Popovchenko Artem

UMPIRE Anton Kochin(RUS) UMPIRE Ahmed Elsayed(EGY)

監督 KANG KEONWOOK 監督 Onishchenko Sergii

河内伸仁 1-0 畠山学 5-1

Name Score Name Score

河内伸仁 2-0

山部晃嗣 3-0

Ozerskyy Artem 4-1

日本 ウクライナ

畠山学 4-0

シュート数
PC数

Bondarchuk Vitalii

山部晃嗣

Kalinchuk Vitalii

Ozerskyy Artem

Diachuk Sergii

Buriatynskyi Volodymyr


